
訪 問 調 査 実 施 要 項（検討案）

短期大学機関別認証評価

（平成１７年度実施分）

平成１６年 月

独立行政法人大学評価・学位授与機構



はじめに

この訪問調査実施要項は，独立行政法人 学位授与機構（以下「機構」という ）が平大学評価・ 。

成１７年度に実施する短期大学機関別認証評価の一環として行う訪問調査を，対象短期大学が受け

る際に準備及び対応していただく事項等について記載したものです。

本要項の構成は，次のとおりです。

「Ⅰ 訪問調査の概要」では，訪問調査の目的等の基本的事項を記載しています。

「Ⅱ 訪問調査実施までの準備等」では，訪問調査実施までの各時点で対象短期大学に準備して

いただく事項を記載しています。

「Ⅲ 訪問調査当日の対応等」では，訪問調査の具体的な内容及び訪問調査当日に対象短期大学

に対応していただく事項を記載しています。

「Ⅳ 訪問調査スケジュール（例 」では，訪問調査のスケジュール例を記載しています。）

なお，機構では，評価担当者が評価に当たって用いる手引書（ 評価実施手引書 ）を併せて作成「 」

し，機構のホームページ（ ）に掲載しています。http://www.niad.ac.jp/

各対象短期大学においては，本要項を基に準備等を進めていただき，訪問調査が円滑かつ効果的

に実施できるようご協力ください。
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訪問調査の概要Ⅰ

１ 目的

６月末までに各対象短期大学から提出された自己評価書について，短期大学機関別認証評価委

員会の下に編成する評価部会において書面調査を行います。訪問調査は，書面調査で確認できな

かった事項等を中心にして対象短期大学の状況を調査するとともに，その調査結果を伝え，対象

短期大学の状況等に関し，対象短期大学との共通理解を図ることを目的としています。

２ 実施日程及び体制等

訪問調査の実施日程は，予定する調査が十分実施できることを前提として，対象短期大学の規

模や，調査内容の分量を踏まえ，評価部会が決定します。

訪問調査の参加者は，原則として各評価部会において当該対象短期大学の書面調査を担当した

委員を中心に編成し，若干名の機構教職員が随行します。

３ 実施内容

実施内容は次の(1)から(6)のとおりですが，書面調査の結果によっては，調査事項を追加する

場合があります。

なお，詳細については 「Ⅲ 訪問調査当日の対応等」に記載しています。，

(1) 自己評価の根拠となる資料・データ等の補完的収集

(2) 短期大学関係者（責任者）との面談

(3) 短期大学の教員，支援スタッフ及び関連する教育研究施設のスタッフとの面談

(4) 学生，卒業（修了）生等との面談

(5) 教育指導及び教育現場の視察並びに学習環境の状況調査

(6) 短期大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取
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訪問調査実施までの準備等Ⅱ

訪問調査実施までの準備等は，次の「１ 訪問調査実施日の決定 （６月～７月 「２ 訪問調」 ），

査スケジュールの決定に伴う作業 （訪問調査の１ヶ月前～ 「３ 『書面調査による分析状況』」 ），

及び『訪問調査時の確認事項』への対応 （訪問調査の２週間前～）の３段階で行っていただきま」

す。

１ 訪問調査実施日の決定

機構事務局は，６月上旬に対象短期大学に対して９月下旬頃～１１月中旬頃の予定を照会し，

その回答に基づき，訪問調査実施可能日を評価部会と調整後，決定した訪問調査実施日を７月下

旬に対象短期大学へ通知します。

２ 訪問調査スケジュールの決定に伴う準備

評価部会は，訪問調査の１ヶ月前までに，訪問調査スケジュール及び面談対象者の属性等並び

に視察・状況調査を行う授業・実習や施設・設備等を決定し，機構事務局を通じて対象短期大学

へ通知します。対象短期大学は，関係者のスケジュールの調整を行うとともに，通知された次の

(1)～(3)について決定し，訪問調査の５日前までに機構事務局へ回答してください。

(1) 面談等の会場

当日使用する部屋として，

①短期大学関係者（責任者）との面談用の会場

②教員等，学生・卒業生等との面談用の会場

③評価部会打合せ室（機構関係者控室）

の合計３室を用意してください。ただし，①と②については，訪問調査スケジュールによ

っては計１室で実施可能となる場合もあります。

なお，回答していただく必要はありませんが，その他（例えば面談出席者の集合場所等）

の部屋についても対象短期大学が必要と判断した場合には，適宜用意してください。

（面談等の会場イメージ）

①短期大学関係者（責任者）との面談会場 ②一般教員，学生・卒業生等との面談会場 ③評価部会打合せ室（機構関係者控室）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○○○○○○ ○○○○○○

短
期
大
学
関

係
者

（閲覧資料等配置）
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機
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(2) 面談対象者

， 。評価部会が決定した面談対象者の属性等に基づき 対象短期大学において選定してください

また，選定した面談対象者に対して，集合日時・場所等を連絡してください。

なお，面談出席者のうち卒業生には，自学の準学士課程，専攻科課程に在学している者等の

， 。（ ，学内関係者を除き 旅費及び謝金を機構の規定に基づきお支払いします 手続きについては

別途連絡します ）。

(3) 教育指導及び教育現場の視察及び学習環境の状況調査の経路設定

評価部会が決定した授業・実習及び施設・設備等について，時間的に効率よく調査ができる

よう，視察・状況調査の経路を対象短期大学において設定してください。

３ 「書面調査による分析状況」及び「訪問調査時の確認事項」への対応

， ， 「 」評価部会は 訪問調査の２週間前までに 書面調査で取りまとめた 書面調査による分析状況

及び書面調査で確認できなかった事項や根拠となる資料・データ等を取りまとめた「訪問調査時

の確認事項」を作成し，機構事務局を通じて対象短期大学へ通知します。その際，評価部会及び

機構教職員の参加者名も併せて通知します。

対象短期大学は 「書面調査による分析状況」に対して事実誤認等の意見がある場合は意見及，

びその理由を，また 「訪問調査時の確認事項」に対してはその説明を作成し，訪問調査の５日，

前までに機構事務局へ回答してください。ただし，回答に際し，根拠となる資料・データ等のう

ち量の多いものや外部に持ち出すことが望ましくないものについては，評価部会打合せ室に用意

してください。

なお，上記の根拠となる資料・データ等以外のもので，自己評価の根拠となった資料・データ

等についても，評価部会打合せ室に用意してください。
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訪問調査当日の対応等Ⅲ

訪問調査当日に評価部会が行う主な調査事項及び対象短期大学において対応・留意していただく

点は，次のとおりです。事前に把握していただき，訪問調査が円滑かつ効果的に実施できるようご

協力ください。

（180分程度）１ 短期大学関係者（責任者）との面談

学長などの責任者的立場にある方を対象とし，対象短期大学から，自己評価書に記載された内

容以外で評価の参考となる事項及び訪問調査の５日前までに回答した「 書面調査段階の分析状『

況』及び『訪問調査時の確認事項』に対する意見・回答」の内容について，補足説明を行ってい

ただき，その後，評価部会からの質疑に対し，応答していただきます。

（80分程度）２ 短期大学の教員，支援スタッフ及び関連する教育研究施設のスタッフとの面談

短期大学関係者（責任者）とは異なる立場にある教員及び支援スタッフ等を対象とし，対象短

期大学の教育活動等の状況について，評価部会からの質疑に対し，応答していただきます。その

ため 「１ 短期大学関係者（責任者）との面談」の対象者が，本面談に出席することはご遠慮，

ください。

（各80分程度）３ 学生・卒業（修了）生等との面談

在学生や卒業（修了）生を対象とし，対象短期大学の教育活動等の状況について，評価部会か

らの質疑に対し，応答していただきます。

なお，率直な意見を聴取する観点から，上記１，２に関連する短期大学関係者の同席はご遠慮

ください。

（120分程度）４ 教育指導及び教育現場の視察並びに学習環境の状況調査

対象短期大学は，次の(1)及び(2)の実施の際，評価部会が時間内に効率よく視察及び状況調査

ができるよう，案内していただきます。

(1) 教育指導及び教育現場の視察

授業や実験・実習，演習や少人数教育などの特色ある取組が，実際にどのように実施されて

いるかなど書面調査では知り得ない，あるいは確認できなかった事項を中心に調査します。そ

の際，教職員や学生等に質問することもあります。

(2) 学習環境の状況調査

自己評価書に記述された学習環境（図書館サービス，附属教育研究施設，自主的学習・情報

教育関係の施設・設備及び学生寮）の状況について，実際の利便性や機能面など，実態はどの

ようになっているかを調査します。その際，各施設において，教職員や利用している学生に対

して利用状況や利便性，満足度などを質問したり，意見を求めることがあります。
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また，実際に図書館設備等のサービスなどを疑似体験させていただくこともあります。

（120分程度）５ 根拠となる資料・データ等の補完的収集

評価部会は 「訪問調査時の確認事項」として提出された根拠となる資料・データ等及び自己，

評価書に添付することのできなかった根拠となる資料・データ等を評価部会打合せ室において閲

覧・調査します。

なお，訪問調査期間中，評価部会が新たに根拠となる資料・データ等を必要と判断した場合，

対象短期大学と提出期限（簡易な資料・データ等の場合は，訪問調査期間内を提出期限とするこ

ともあり得ます ）を協議したうえで，追加提出を求めることもあります。。

（120分程度）６ 短期大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取

「 （ ） 」 。１ 短期大学関係者 責任者 との面談 と同様に学長などの立場にある方を対象とします

評価部会は，対象短期大学の関係者との共通理解を図り，評価結果の確定を円滑に行うため，

訪問調査で得られた知見や根拠となる資料・データ等の調査結果を説明し，それに対する意見を

聴取します。この際，対象短期大学から新たな根拠となる資料・データ等の提出の申し出があっ

た場合には，訪問調査終了後，１週間以内の提出を求めます。

また，ここでは対象短期大学に意見を求め，事実誤認等がないかを相互確認するなど，共通理

解を図ることも目的としています。

７ その他留意事項

率直な発言をお願いしたいため，調査内容の録音・録画はご遠慮ください。

訪問調査期間中，資料作成等のため，パソコン，プリンター及び複写機等を借用させていただ

くことがあります。

その他，訪問調査で必要となる事項があった場合は，事前に各対象短期大学の担当者へ連絡い

たします。
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訪問調査スケジュール（例）Ⅳ

実際のスケジュールでは，対象短期大学の規模や調査内容等により，変更される場合があります。

＜第１日目＞

事 項 時 間 備 考

12:30～ 短期大学到着（ミーティング①） ３０分

13:00～ 短期大学関係者（責任者）との面談 １８０分

16:00～ 休憩 １５分

16:15～ 短期大学の一般教員及び支援スタッフ等との面談 ８０分

17:35～ 休憩 １５分

17:50～ 卒業（修了）生との面談 ８０分

19:10～ 休憩 ５分

19:15～ （ミーティング②） ３０分

＜第２日目＞

事 項 時 間 備 考

9:30～ 短期大学到着（ミーティング③） ３０分

10:00～ 教育指導及び教育現場の視察並びに学習環境の状 １２０分
況調査

12:00～ 昼食・休憩 ６０分

13:00～ 学生との面談 ８０分

14:20～ 休憩 １５分

14:35～ 根拠となる資料・データ等の補完的収集及び確認 １２０分

16:35～ 移動・休憩 ６０分

17:35～ （ミーティング④） １５０分

＜第３日目＞

事 項 時 間 備 考

9:30～ 短期大学到着（ミーティング⑤） ３０分

10:00～ 短期大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説 １２０分
明及び意見聴取

12:00 訪問調査終了


